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〔チェック1〕 高圧電源出力チェック
 設定値との誤差を確認します。
〔チェック2〕 絶縁不良チェック
 絶縁耐圧の不良を確認します。
付属のガンホルダーに放電ガンを置くと高圧電源の出力チェック
および絶縁不良のチェックを確認することができます。

〔チェック3〕 放電リレー動作チェック
 リレーの消耗を確認します。
放電ガンをチェック端子に接触させ放電をする
事で放電リレーの消耗を確認することができます。 放電リレー動作チェックのイメージ

放電カップはIEC対応？ ISO対応？ 充電コンデンサ、放電抵抗の値は？ 本体画面に表示！
※ 表示のパターンには制限があります。

静電気試験器

ESS-S3011A & GT-30RA

人体や物体などに帯電したエネルギーが、電子機器へ放電した際の耐性
を評価するEMC試験器です。AC/DCで駆動するあらゆる電子機器の誤
動作や機能低下などの性能評価にお使いいただけます。
複雑な試験をかんたんにできるプログラムタイプの試験器です。
出力電圧は最大30kV、IEC 61000-4-2 / ISO 10605規格に準拠した試験が
おこなえます。

● より確実な試験の実施を考慮した『3つのプリチェック機能』
● 装着ミスをへらす『CRユニット＆放電カップ自動認識機能』
● 放電カップやCRユニットがワンタッチで交換！
● 設定が簡単にできる『テンキー＆ロータリーノブ』
● 試験器から離れた場所でも設定ができる『赤外線リモコン』
● 気中放電時の放電が確認できる『放電検出機能』
● 長時間試験をもっとラクに！『業界最軽量級の放電ガン（当社調べ）』
● EUTを明るく照らす『LEDライト』
● レポート作成やPC制御を可能にする『制御用ソフトウェア』

※ソフトウェアは、当社HPより無償ダウンロードいただけます。（別途、接続ケーブルが必要です）
※本放電ガンのC（コンデンサ）およびＲ（抵抗）はCR一体型のユニットとなります。
※別途、オプションの使用によりISO 10605規格に準拠した試験ができます。

試験の開始から終了までをトータルサポートするスマートESD！

特　徴

● より確実な試験を実現！『3つのプリチェック機能』を搭載

● 装着ミスをへらす『CRユニット＆放電カップ自動認識機能』
放電ガンに装着されたCRユニットのタイプと放電カップのタイプを判別し、組合せをチェックする機能です。組合せ結果は、
IEC 61000-4-2 およびISO 10605 に準拠しているかを確認し、画面上に表示します。また、CRユニットの定数の表示をします。

（放電ガン）

※ 半導体向け100pF-1.5kΩ（人体モデル：HBM）および200pF-0Ω（マシンモデル：
MM）の静電気試験を行なう場合は、半導体用静電気試験器 Model:ESS-6002/6008をご
提供しております。
※ 放電ガンのコンデンサユニットおよび放電抵抗を100pF-1.5kΩ（人体モデル：HBM）お
よび200pF-0Ω（マシンモデル：MM）の定数に交換頂いても半導体向け静電気試験規格の
仕様は満たしませんのでご注意ください。（出力波形の規定が異なるため、CR定数を合わせて
も半導体向け静電気試験規格には準拠しません。）
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試験実行中に行う際の操作はほぼ全てリモコンで制御可能です。

印加場所を照らすLEDライトを搭載

軽く、持ちやすくなりました。

CRユニットがワンタッチで交換できます。

放電の有無が確認できるLED（放電すると赤から緑になります。）

放電カップが簡単に交換できます。

極性
切り替え

電圧
UP/Down

気中/接触
放電切り替え

カウントリセット
シーケンス切り替え
Fキー割り当て
その他...

Start/Stop

放電ガン自体をゼロから見直し、軽量化と最良の重心バランスを実現しました。
従来に比べ重量が軽く、重心バランスを改善したため、非常に持ちやすく長時間試験時の
腕に掛かる負担を軽減しました。是非、お手に取っておためしください。
また、これまでは目視などでしか確認をする事ができないために、確認が困難であった気
中放電時の放電有無も、放電ガン上部のLEDで確認できるようになり、容易に確認がで
きるようになりました。
そのほか、従来では手間の掛かったCRユニットや放電カップの簡単交換、印加場所を明
るく照らす「LEDライト」の搭載など、機能・操作面共に充実した放電ガンです。

● 放電ガンが軽く、より使いやすくなりました。

● 試験器から離れても制御できる『赤外線リモコンを装備』

ESS-S3011A & GT-30RA
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モデル名 名称
12-00009A 放電チップ（球型30mm）
03-00072A 2ｋΩ試験放電カップ
06-00074B CRユニット（150ｐF-2kΩ）
06-00076B CRユニット（330ｐF-2kΩ）
06-00075B CRユニット（330ｐF-330Ω）

2kΩ試験放電カップ CRユニット 放電チップ（球型30mm）

● 放電カップ、CRユニットの追加でISO 10605規格準拠も可能

● 視認性の高い液晶パネルと優れた操作性

別売（オプション）の放電カップ、CRユニットを追加することで、ISO 10605規格に準拠した試験も可能です。
放電カップ、CRユニットの交換が簡単に行えるので、放電ガン１台で様々なCR定数の試験が簡単におこなえます。

従来の操作性を見直し、テンキーやロータリーノブなどを追加。より使いやすく簡単に操作が出来るようになりました。
IEC STANDARDではIEC規格での試験レベルがプリセットされていますので、試験レベルを選択するだけで簡単に設定ができ
ます。MANUALでは、電圧や試験回数などの選択ができ、設定条件を記憶させる事ができます。また、スイープでの印加設定
も行えます。SEQUENCEは、個々に設定した試験条件を呼び出し、組み合わせる事が可能です。その他、トリガモードの設定
や除電プローブの設定など様々な機能を搭載しています。

仕　様

ISO 10605規格準拠の試験を行う為のオプション

項　目 機　能　／　仕　様
出力極性 正 ／ 負
出力電圧 0.20kV～30.0kV （30.5kV max）
 ※0.20kV～1.99kV ±10%　2.00kV～30.0kV ±5%
 0.20kV～ 30.0kV（30.5kVmax）
 ～ 10.0kV ： 0.05kVステップ設定、10.0 ～ 30.0kV ： 0.1kVステップ設定
繰返し周期 0.05s ～ 600.0s±10%／手動
 設定ステップ：0.05ｓ（0.05～9.99s範囲）、0.10ｓ（10.0～600.0s範囲）
印加回数 1回～60000回　1回ステップ設定、または連続
静電気印加モード 接触放電／気中放電
輻射レベルモード 通常モード（NORMAL）／特別モード（EXTRA）
トリガモード ガントリガ／本体トリガ／外部トリガ
操作パネル  表示：カラー液晶／操作：押しボタン（一部照光式）
ガンホルダー  放電ガンGT-30RAをセットするガンホルダーを標準添付
放電検出 気中放電モードにて放電を検出する機能（2kV以上設定時）
プリチェック機能 ユーザー操作によるプリチェック機能（校正ではありません）
 チェック1：高圧電源出力チェック
 チェック2：絶縁耐圧チェック
 チェック3：放電リレー動作チェック
CRと放電カップチェック CR定数認識､カップ認識機能により､組み合わせミスを防止（個別表示あり）

項　目 機　能　／　仕　様
IEC標準試験モード 接触放電モード：2.0，4.0，6.0，8.0kVのステップ設定
 気中放電モード：2.0，4.0，8.0，15.0kVのステップ設定
マニュアル試験モード 接触／気中放電モード、0.2ｋV～ 30.0kV任意設定
 スイープ機能あり、50ユニット記憶可能
シーケンス試験モード 個々に設定をした試験条件を連続動作
 １プログラムあたり最大22ステップ、20プログラム記憶可能
警告ランプ 本体電圧出力時：点灯　　静電気印加中：点滅
充電用コンデンサ・抵抗 150pF±10%、330Ω±10％（放電ガンGT-30RA内のCRユニットに内蔵）
本体充電抵抗 10MΩ（放電ガン側43MΩとの組合せで53MΩ）※
AUXコネクタ D-SUB15ピン メスコネクタ　（パトライト、除電プローブの接続、
 外部インターロック入力、外部トリガ入力端子）
光通信コネクタ PC通信用光コネクタ（シリアルインターフェイス）
駆動電源・消費電力 AC100V～AC240V　50Hz ／ 60Hz　±10%　75VA
外形寸法 本体：(W)392mm×(H)312mm×(D)295.3mm（ガンホルダ含む）
 放電ガン：(W)83.3mm×(H)217.2mm×(D)229.3mm
質量 本体：約7.0kg（ガンホルダー 除く）ガンホルダー含む場合は、約7.5kg
 放電ガン：約1080g（ケーブル含む/コネクタ除く）
※CRユニットの組み合わせにより定数が異なります。

■ GT-30RA放電ガンの内訳 : 放電ガン (放電カップ330Ω試験用付 )･CRユニット06-00073B(150pF-330Ω）・放電チップ (円錐 /丸 )

ESS-S3011A & GT-30RA



E L E C T R O S T A T I C  D I S C H A R G E  S I M U L A T O R

5w w w. n o i s e k e n . c o . j p

項　目 機　能 ／ 仕　様
出力極性 正 ／ 負
出力電圧 0.20kV～ 30.0kV （30.5kV max）
 ※0.20kV～ 1.99kV ±10%　2.00kV～ 30.0kV ±5%
繰返し周期 0.05s～9.99s±10%、0.01sステップ設定／手動 
印加回数 1回～999回　1回ステップ設定、または連続
静電気印加モード 接触放電／気中放電
トリガモード ガントリガ／本体トリガ
操作パネル 表示：5x7ドットマトリックスLED　　操作：押しボタン（一部照光式）
輻射モード切替 従来より搭載のExtra / Normal切替機能
放電検出 気中放電モードにて、放電を検出する機能（2kV以上設定時）
プリチェック機能 ユーザー操作によるプリチェック機能（校正ではありません）
 ・高圧電源出力チェック
CRと放電カップチェック CRユニット認識､カップ認識機能により､組み合わせミスを防止（表示なし）
IEC LEVEL 接触放電モード：2.0，4.0，6.0，8.0kVのステップ設定
切替え機能 気中放電モード：2.0，4.0，8.0，15.0kVのステップ設定
警告ランプ 本体電圧出力時：点灯　　静電気印加中：点滅
充電用コンデンサ・抵抗 150pF±10%、330Ω±10％　（放電ガン内のCRユニットに内蔵）
本体充電抵抗 10MΩ　（放電ガン側43MΩとの組合せで53MΩ）※
駆動電源・消費電力 AC100V～AC240V　±10%　50Hz ／ 60Hz　62VA
外形寸法 本体：(W)270mm×(H)263mm×(D)200mm
 放電ガン：放電ガン：(W)83.3mm×(H)217.2mm×(D)229.3mm
質量 本体：約4.6kg　放電ガン：約1080g（ケーブル含む／コネクタ含まず）
※リモート機能は搭載しておりません。
※CRユニットの組み合わせにより定数が異なります。

静電気試験器

ESS-B3011A & GT-30RA

放電ガンの軽さはそのままで、より手軽に試験できるベーシックモデルの静
電気試験器です。
出力電圧は最大30kV、EN/IEC 61000-4-2、ISO 10605規格に準拠した試験が
おこなえます。

● より確実な試験の実施を考慮した『高圧電源出力チェック機能』
● 装着ミスをへらす『CRユニット＆放電カップ自動認識機能』
● 気中放電時の放電が確認できる『放電検出機能』
● 長時間試験をもっとラクに！『業界最軽量級の放電ガン（当社調べ）』
● EUTを明るく照らす『LEDライト』
● 放電カップやCRユニットもワンタッチで交換

※別途、オプションの使用によりISO 10605規格に準拠した試験ができます。

より手軽に試験できるベーシックモデル

仕　様 出力波形イメージ（IEC規格）

（放電ガン）

■ GT-30RA放電ガンの内訳 : 放電ガン (放電カップ330Ω試験用付 )･CRユニット06-00073B(150pF-330Ω）・放電チップ (円錐 /丸 )

モデル名 名称
GT-30RA 放電ガン
03-00071A 放電カップ330Ω試験用
06-00073B GT-30Rシリーズ用CRユニット（150ｐF-330Ω）
06-00076B 放電チップ（円錐型）
06-00075B 放電チップ（丸型）

※ 半導体向け100pF-1.5kΩ（人体モデル：HBM）および200pF-0Ω（マシンモデル：MM）の静電気試験を行なう場合は、半導体用静電気試験器 Model:ESS-6002/6008をご提供しております。
※ 放電ガンのコンデンサユニットおよび放電抵抗を100pF-1.5kΩ（人体モデル：HBM）および200pF-0Ω（マシンモデル：MM）の定数に交換頂いても半導体向け静電気試験規格の仕様は満たしません
のでご注意ください。（出力波形の規定が異なるため、CR定数を合わせても半導体向け静電気試験規格には準拠しません。）
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特　徴

IEC 61000-4-2 Ed.2規格に準拠した静電気試験環境で、テー
ブル型と床置き型の2種類により試験環境を幅広くサポート
します。試験テーブルは木製のため、試験への影響が少なく
（高周波電磁界が損失する事がなく供試品に印加出来るので
定量性に優れる）、再現性の高い試験が行えます。インパル
ス･ノイズ試験など他の試験にも多目的に使用できます。

● EN/IEC 61000-4-2規格に準拠した静電気試験環境です。
● 再現性の高い試験ができます。
● 他の試験規格にも多目的に使用できます。

仕　様

ESS-801（テーブル型）
項　目 モデル名 寸　法 数量
試験テーブル 03-00039A （W）1600×（H）800×（D）800mm  1台
垂直結合板 03-00005A （W）500×（H）500×（t）1.5mm 1式
グランドプレーン 03-00007A （W）1800×（D）1000×（t）1.5mm  3枚
絶縁シート 03-00004A （W）1450×（D）650×（t）0.5mm  1枚
放電抵抗ケーブル 05-00054B 470kΩ×2ヶ付　2m 2本
水平結合板 03-00020A （W）1600×（D）800×（t）1.5mm  1枚

ESS-801GL（床置き型）
項　目 モデル名 寸　法 数量
絶縁支持台 03-00024A  （W）1200×（H）1200×（t）100mm  1台
床置き型垂直結合板 03-00034A  （W）540×（H）1540×（D）500mm  1式
グランドプレーン 03-00007A  （W）1800×（H）1000×（t）1.5mm  3枚
放電抵抗ケーブル 05-00054B 470kΩ×2ヶ付　2m  1本

ESS-801試験配置例
※セット内容は、下記ESS-801仕様を参照下さい。

 ESS-801GL
床置き型垂直結合板

試験環境（テーブル型・床置き型）

ESS-801 / 801GL
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微小ギャップ放電チップ ＆ GT用12-00010A取付カップ　MODEL：12-00010A & 03-00103A

http://www.noiseken.co.jp/p/22
原理・解説は下記URLを参照ください。　ノイズテクニカルレポート（微小ギャップを伴う接触放電での静電気放電現象）
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接触（Contact）放電に比べ、微小ギャップ放電の方が高い周波数成分の
ノイズが多く出ていることが確認できます。

放電電流のエネルギースペクトラム密度

薄青色(●) ：  500μmのギャップ放電時
赤　色(●) ：  接触放電時

GT用12-00010A 取付カップ
Model：03-00103A

微小ギャップ放電チップ 
Model：12-00010A

より厳しいESD（静電気）耐性評価ができます
接触放電の放電電流ピークがより大きく、立ち上がり時間がより高速になる放電チップです。
ESD試験は、イミュニティ試験の中でも厳しいと言われていますが、より製品品質を高める
加速試験として、フィールドで発生する特異なESD現象の再現確認としてご利用頂けます。

■ 想定される現象は？
● ネジのゆるみ
● 塗膜の絶縁不良
● 部品の接触不良
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スパーク

ボイド

ペイント

金属板

放電チップ

接触不良
塗膜非貫通

スパーク
スクリュー

ペイント

ギャップ

金属板
プラスチック

放電チップ

ネジの緩み
塗膜の絶縁

微小ギャップで測定した電
流波形は、接触（Contact）
に比べ、立ち上がり時間が
より高速となります。

30 mm

このような現象が発生すると ...

微小ギャップで測定した電流波形は、
放電電流のピークが接触（Contact）
に比べ、より大きくなります。

微小ギャップの拡大

電流波形（全体） 電流波形（立ち上がり部分）

■ 出力波形（参考）

GHｚ帯のエネルギーが増大した試験になります。

オプション 
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モデル名 CR定数
06-00073B 150pF-330Ω
06-00074B 150pF-2kΩ
06-00075B 330pF-330Ω
06-00076B 330pF-2kΩ
06-00077B 500pF-0Ω
06-00078B 150pF-500Ω
06-00079B 100pF-1.5kΩ
06-00080B 200pF-0Ω 
06-00081B 150pF-150Ω
06-00082B 500pF-500Ω
06-00083B 500pF-5kΩ
06-00084B 250pF-100Ω
06-00085B 200pF-100Ω
06-00086B 250pF-0Ω

0 14012010080604020
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放電ガンGT-30R series に使用するCRユニットです。

●対応機種：GT-30R series

※掲載の定数以外は別途お問合せください。
※コンデンサ (C) の定数により、ユニットの大きさが異なります。

● ISO10605試験を行う場合

CRユニット

充電用コンデンサ／放電抵抗の値 最初の放電ピーク電流 t1 電流 t2 電流

150pF/330Ω 3.75A/kV±10% 2A/kV±30% 1A/kV±30%
  (t1=30ns) (t2=60ns)

330pF/330Ω 3.75A/kV±10%
 2A/kV±30% 1A/kV±30%

  (t1=65ns) (t2=130ns)

充電用コンデンサ／放電抵抗の値 最初の放電ピーク電流 t1 電流 t2 電流

150pF/2kΩ 3.75A/kV +30%-0% 0.275A/kV±30% 0.15A/kV±50%
  (t1=180ns) (t2=360ns)

330pF/2kΩ 3.75A/kV+30%-0%
 0.275A/kV±30% 0.15A/kV±50%

  (t1=400ns) (t2=800ns)

放電ガン ISOセット  Model : GT-30R3302KA 
内訳 : 放電ガン (330Ω試験用放電カップ付 )･2KΩ試験用放電カップ
　　　CRユニット06-00073B/74B/75B/76B・放電チップ (円錐 /丸 /球体 )

ISO10605の試験を行う際には標準添付のCRユニット 06-00073B：（150pF-330
Ω）　の他、06-00074B （150pF-2k Ω）：　、06-00076B （330pF-2k Ω）：　、
06-00075B （330pF-330Ω）：　を用いることで試験ができます。

※別途、オプションの12-00009A 放電チップ（球型30mm）、
03-00072A (2 k Ω試験放電カップ )が必要です。

また、上記CRユニット、放電チップ、放電カップ等をセット
にした、GT-30R2KA、GT-30R3302KAもございます。

プロ一ブス夕ンドPS-806 および 03-00022Bと放電
ガンGT-3OR series を接続する際に使用するアダプタ
です。

●対象機種：GT-30R series

ESS-S3011A を離れた場所から制御するためのリモコ
ンです。

●対象機種：ESS-S3011 series

試験中に放電ガンを保持するためのホルダ一です。
ESS-S3011A との組み合わせ時は、試験器のチェック
治具としても使用します。

●対象機種：GT-30R series

放電ガンGT-3OR seriesを収納するためのケ一スです。

●対象機種：GT-30R series

スタンド変換アダプタ　MODEL：03-00074A

赤外線リモコン　MODEL：13-00004A

放電ガンホルダー　MODEL：03-00075A

放電ガン収納ケース　MODEL：09-00006A

放電ガン先端用チップです。
円錐型（12-00007A）
丸　型（12-00008A）
球　体（12-00009A）

●対象機種：GT-30R series

放電チップ　MODEL：12-00007A / 8A / 9A
ISO 規格で定められた電流波形を形成するための放電ガ
ンの先端カップです。
330Ω試験用（03-00071A）と2kΩ試験用（03-00072）
をご用意しております。

●対象機種：GT-30R series

放電カップ　MODEL：03-00071A / 03-00072A

2kΩ試験放電カップ 放電チップ（球型30mm）

オプション 



E L E C T R O S T A T I C  D I S C H A R G E  S I M U L A T O R

9w w w. n o i s e k e n . c o . j p

フリーアーム・プローブスタンド　MODEL：03-00022B
本製品は、ISO 10605 Ed.2をはじめとする静電気試験
環境の改善を目的に従来の自立型スタンドを改良し、放電
ガンの据付・脱着を容易に、しかも放電ガンを供試体の試
験位置へ任意に移動・設定できるように開発したものです。
本製品を使用することにより放電ガンを上下・左右の任意
の位置に移動して試験がおこなえます。（ISO規格対象外品）
※GT-30R series 使用時は、別途変換アダプタ（03-
00074A）が必要です。

プローブスタンド　MODEL：PS-806

項　目 仕　様
寸法 (H)300mm
台座直径 160mm
質量 約 1.6kg

●対応機種：GT-30R series●対応機種：GT-30R series

静電気試験器用放電ガンを固定する際に用いるプローブス
タンドです。（ISO規格対象外品）
※GT-30R series 使用時は、別途変換アダプタ（03-
00074A）が必要です。

床置き機器などに対する静電気試験を行なう際に、機器を
グランドプレーンより10cm浮かすために使用します。
サイズ：W100×D100×H100mm
材質：木製
耐荷重：500kg

立方絶縁台100　MODEL：03-00029A

実車での静電気試験を行う際に、タイヤ下に設置する金属
板です。
サイズ：W500×D500× t1.5mm

試験用アルミ板　MODEL：03-00053A

絶縁支持台　MODEL：03-00024A
床置き機器に対する静電気試験を行なう際に、機器をグラ
ンドプレーンより10cm浮かすために使用します。
サイズ：W1200×D1200×H100mm
材質：木製
耐荷重：500kg

除電ブラシ　MODEL：05-00125A
静電気試験を実施する際に、
供試体（EUT／DUT）が蓄
積している電荷を除去するた
めのブラシです。

放電抵抗ケーブル　MODEL：05-00054B
供試品（DUT）除電をする際に使用するケーブルです。
水平結合版とグランドプレーンを接続します。
470kΩ×2ヶ付き　1本

導電マット（ISO規格用）　MODEL：03-00055A
パッケージングとハンドリング ESD感受性試験を行う際
の供試品とグランドプレーン間に敷くマットです。
表面抵抗107 ～ 109 Ω
W1000×D500× t2mm

グランドケーブル（ISO規格用）　MODEL：05-00104A
ISO 10605 (2001) で要求されるグランド接地接続用
のケーブルです。L2000×W50mm
※ISO 10605 Ed.2（2008）では要求がありません

ISO 10605 Annex F 用結合板　MODEL：03-00065A
ISO 10605 Ed.2（2008）において参考試験として記
載のある試験用の結合板です。結合板部（銅製）と絶縁ブ
ロックのセット
※グランドプレーンは含まれません。

試験テーブル　MODEL：03-00039A
供試品（DUT）の試験をする際に使用する卓上試験用の
木製テーブルです。
W1600×H800×D800mm

グランドプレーン　MODEL：03-00007A
木製テーブル直下に設置するグランド板です。
W1800×D1000× t1.5mm×3枚組（アルミ製）

水平結合板　MODEL：03-00020A
卓上試験の際に、テーブル上に設置する金属板です。
W1600×D800×t1.5mm×1枚（アルミ製）

 オプション
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ファラデーケージ　MODEL：FC-200
ISO 10605 Ed.2 規格で定められている放電電流波形を
確認するためのファラデーケージです。キャスター付きで
すので移動が簡単です。
項　目 仕　様
駆動電源 AC100V 50Hz/60Hz　3Pインレット
 過電流保護ブレーカー付き　ラインフィルタ内蔵
扉部間口寸法 （W）466mm×（H）642mm
外形寸法・質量 （W）670mm×（H）1586mm×（D）1512mm　約65kg
 3Pコンセント×2口　15A MAX

項　目 仕　様
ループコイル径 155m
外形寸法  168mm（ループ直径）
  300mm（長さ）
  12.7mm（ループ部厚み）

ターゲット取付板　MODEL：03-00052B
ISO 10605 Ed.2 規格の静電気放電発生器の動作を簡易
的に確認する際に使用する負荷抵抗器（ターゲット）を取
り付ける板です。
負荷抵抗器（06-00067A）を取付け、波形を簡易的に
測定する為の治具です。
寸法1.2m× 1.2m

延長ケーブル　MODEL：05-00047B
本製品は静電気試験器本体と放電ガン間に接続する延長用
のケーブルです。長さ : 約 3m
（規格対象外品）

衝撃磁界アダプタは、ノイズの
誘導モ－ドである、電磁誘導をシ
ミュレ－ションするためのアダプ
タであり、静電気試験器と放電ガ
ンとを組み合わせて使用します。

●対応機種：GT-30R series

衝撃磁界アダプタ　MODEL：03-00069A

米国Ford 規格の磁界ループアダプタです。
静電気試験器と放電ガンとを組み合わせて使用し
ます。

●対応機種：GT-30R series

磁界ループアダプタ　MODEL：03-00070A

自動除電プローブ　MODEL：01-00013B
ESS-S3011 seriesに接続
し、静電気印加で帯電した供
試体の電荷を取り除く除電作
業を自動的におこなうことが
できます。（規格対象外品）

●対応機種：ESS-S3011 
series

警告灯　MODEL：11-00014A
ESS-S3011 seriesに使用することが可能な警告灯です。
試験時に警告灯を点滅させる事で注意を促す事ができます。

●対応機種：ESS-S3011 series

※ 接続コネクタはD-SUBコネクタとなります。

AUX分岐BOX　MODEL：05-00052A
警告灯や自動除電プローブ、外部トリガなどを同時に使用
する際に取り付けるアダプタです。

●対応機種：ESS-S3011 series

RS232 光モジュールkit　MODEL：07-00017A
試験器をPCにてリモート制御を行なう際に使用する接続アダプタです。
RS-232－光変換、光ファイバーケーブル5m付き

●対応機種：ESS-S3011 series

USB 光モジュールkit　MODEL：07-00022A
試験器をPCにてリモート制御を行なう際に使用する接続
アダプタです。
USB－光変換、光ファイバーケーブル5m付き

●対応機種：ESS-S3011 series

絶縁ブロック　MODEL：03-00054A
供試品などから出る配線等をグランドプレーンより浮かす
（絶縁）する際に使用する絶縁ブロックです。
サイズ：W300×D300×H50mm、5枚1セット
材質：発泡ポリエチレン

絶縁サポート　MODEL：03-00066A
車載電子機器の静電気試験を行う際に供試品とグランドプ
レーン間に敷くシートです。
W1450×D650 t2mm
材質：PVC（塩化ビニル）透明

高速先端ユニット　MODEL：03-00073A
放電ガンに取付けて静電気放電の電流波形の立上がり時間
を、IEC 61000-4-2 規格の 0.7 ～ 1.0ns より 0.2ns
近くに高速化するものです。
（IEC規格対象外品）

●対応機種：GT-30R series

●対応機種：GT-30R series

衝撃電界アダプタ　MODEL：03-00068A
衝撃電界アダプタは、ノイズの
誘導モ－ドである、静電誘導をシ
ミュレ－ションするためのアダプ
タであり、静電気試験器と放電ガ
ンとを組み合わせて使用します。

●対応機種：GT-30R series

供試品

静電気試験器AUXへ接続
除電するポイントへ接続

グランドプレーンへ接続

自動除電プローブ

オプション 
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ESD試験器校正用電流ターゲット　MODEL：06-00067A
ISO 10605 Ed.2 規格に要求される抵抗負荷（電流検出
用）です。静電気放電の電流波形を測定する際に使用しま
す。また、本ターゲットを校正するためのアダプタ（06-
00068A）もご用意しております。
項　目  仕　様

挿入損失の偏差（S21） 
300kHz-1GHz ± 0.5dB

 1GHz-4GHz ± 1.2dB
質量  約 400g

ターゲット取付板　MODEL：03-00027A
ISO 10605 Ed.2(2008) 規格の静電気放電発生器の動
作を簡易的に確認する際に使用する負荷抵抗器（ターゲッ
ト）を取り付ける板です。
負荷抵抗器（06-00067A）を取付け、波形を簡易的に
測定する為の治具です。（規格対象外品）
寸法0.6m× 06m　推奨印加電圧8kV以下

同軸ケーブル　MODEL：02-00132A
高周波に対応したケーブルです。
ターゲットとオシロスコープを接続する為に使用します。
別途BNC-SMAコネクタ（02-00133A）もご用意して
います。

アッテネータ　MODEL：00-00010A(6dB) / 00-00011A(20dB)
測定器保護用のアッテネータです。静電気の電流波形
測定時にオシロスコープを保護するために使用します。

GNDケーブル保持スタンド　MODEL：03-00060A
静電気の波形を観測する際に、放電ガンのグ
ランドケーブルを引っぱるためのスタンドで
す。

放電ガン固定台座　MODEL：03-00061B
ファラデーケージやターゲット取付板（03-
00052B）で、波形を観測する際に放電ガン
を固定する為の治具です。

ESD試験器用電流ターゲット校正セット　MODEL：06-00068A
IEC 61000-4-2 Ed.2（2008）に準拠した当社静電気試験器校正用ターゲット。（06-00067Aを校正するためのセットです。）
※06-00001Aには使用できません。
※ESD試験器校正用電流ターゲット（06-00067A）は含まれておりません。

03-00067Aを接続した場合

アッテネータ B

ターゲット
(電流変換検出器)

ターゲット校正用アダプタ

同軸ケーブル

同軸ケーブル

インプットコネクタ

アウトプットコネクタ

ａ

ａ

ネットワークアナライザ

アッテネータ A

ａ：ネットワークアナライザ校正のポイント

●対応機種：GT-30R series

● 静電気試験器の波形観測
オシロスコープターゲット取付板

20dB
N型アッテネータ

6dB SMA型
アッテネータ

変換コネクタ
（SMA-BNC）

ESD電流波形ターゲット
06-00067A

同軸ケーブル

放電ガン

放電ガンの先端チップは円錐型を使用
12-00007A（標準添付品）

ESD 試験器検証用電流ターゲット
MODEL：06-00067A

同軸ケーブル
MODEL：：02-00132A

アッテネータ
MODEL：00-00010A / 00-00011A

ターゲット取付板
MODEL：03-00027A / 03-00052B
ターゲット取付板
MODEL：03-00027A / 03-00052B

 オプション
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1. 一般事項

低い相対湿度環境で、化学繊維の絨毬、衣料などが使用されるような条件により、操作者から直接、あるいは近接物体から発
生する静電気放電に対する電子機器のイミュニティ評価に適用される規格です。この規格では、帯電した人体が金属を手に持
ち、電子機器に放電をした場合を想定し、その時発生する電流波形をシミュレートするための回路を用いて試験を行うことを
規定しています。

2. 試験レベル

ESDに対する試験レベルを下記に示します。
■ESDに対する試験レベルの範囲

※Xはオープンクラスで製造者とユーザーとの合意により設定

 レベル 試験電圧（接触放電） 試験電圧（気中放電）
 1 2kV 2kV
 2 4kV 4kV
 3 6kV 8kV
 4 8kV 15kV
 X Special Special

エネルギー蓄積容量 150pF （代表値）
放電抵抗 330Ω （代表値）
出力電圧 接触放電:8kV、気中放電:15kV
出力電圧表示の精度 ±5%
出力電圧の極性 正および負(切替可能)
保持時間 5秒以上
放電操作モード 単発(放電間隔は1秒以上)
放電電流の波形 右図参照

   最初の放電  30nsでの 60nsでの 
   ピーク電流 立上り時間 電流値 電流値 
 レベル 指示電圧 （±15%）Ip （±25%） （±30%） （±30%） 
 1 2kV 7.5A 0.8ns 4A 2A 
 2 4kV 15A 0.8ns 8A 4A 
 3 6kV 22.5A 0.8ns 12A 6A 
 4 8kV 30A 0.8ns 16A 8A

3. 試験用発生器および波形の検証

静電気イミュニティ試験を行う場合、下記の仕
様を満たす試験器を使用する必要があります。

■静電気試験器の仕様

異なった静電気発生器で得られた試験結果の比較ができるよ
うに、下表に示す特性が確認できなければなりません。

■静電気試験器の特性

V Cs

S1 Rch

コンデンサ容量　Cs：150pF
放電抵抗　Rd：330Ω

Rd S2

放電電流波形および波形の特性

静電気試験器の簡略ダイアグラム

Ip

I30

I60

90％ Ip 
10％ Ip 

10％ Ip 

tr
10

5

10

15

20 30 40 50

時間 (ns)

電
流
 (A
)

60 70 80 90 100

IEC 61000-4-2 Ed.2試験規格



E L E C T R O S T A T I C  D I S C H A R G E  S I M U L A T O R

13w w w. n o i s e k e n . c o . j p

壁面と供試装置面との
距離は0.8m以上

接地線

保護接地端子

供試装置 0.1m

0.8m

放電抵抗ケーブル

基準グラウンド面
（グラウンドプレーン）水平結合板への

間接放電の場合の位置

木製机

供試品用電源
(AC)

静電気試験器

絶縁シート

水平結合板1.6m×0.8m

0.1m

オシロスコープ
ファラデーケージまたはターゲット取付板

20dB
N型アッテネータ

6dB SMA型
アッテネータ

変換コネクタ
（SMA-BNC）

ESD電流波形ターゲット
06-00067A

同軸ケーブル

静電気試験器本体

1200mm以上

1200mm以上
測定器保護の目的でこの位置に20dB程度の高周波用の
アッテネーターを挿入する事をおすすめします。

ファラデーケージ

オシロスコープに合わせる

ターゲット中心より
各辺まで0.6m以上

ターゲット中心より
各辺まで0.6m以上

同軸ケーブル
できるだけ短く接続する事

ターゲットより真下
0.5mの位置に接続し、
グラウンドケーブルは
真後ろに引っ張る

フィルタ

グランド端子
ここに放電ガンのグランドケーブルを接続してください。

放電ガン

プローブスタンドや台
（03-00061Aなど）
などを使用して放電
ガンを固定してください。
※放電ガンは、手で保持
しない。

ターゲットの取り付け詳細

0.5m 放電ガン

放電ガンの先端チップは円錐型を使用
12-00007A（標準添付品）

静電気試験器の波形確認には図
で示すように、ファラデーケージ
およびターゲットを使用し、
2GHz以上の帯域幅をもつオシロ
スコープで確認を行ないます。
放電電極を直接ターゲットに接
触させ、静電気試験器は接触放
電試験モードで動作させます。

■静電気試験器の波形確認

※IEC規格では規定がありませんが、測定器保護
の為に20dB程度の高周波用アッテネータを
挿入する事をお勧めします。

※供試機器のケーブル類は、0.5mmの絶縁シー
トでグランドプレーンから浮かします。

※ガンのGNDケーブルは、グランドプレーン以外
の電導部から0.2m以上離します。

4. 試験のセットアップ

直接放電試験は、供試品に直接放電
し、供試品の影響をみる試験です。
グランドプレーンの上に高さ0.8m
の木製机を置き、その上に水平結合
板（1.6m×0.8m）をのせます。
水平結合板は、470kΩの抵抗2ヶで
グランドプレーンに接続します。
水平結合板と供試品の間に絶縁シー
トを敷きます。
間接放電試験は、水平結合板および
垂直結合板に放電し、供試品の影響
をみる試験です。
直接放電試験の試験環境に加え、垂
直結合板（0.5m×0.5m）を使用します。
垂直結合板も470kΩの抵抗2ヶでグ
ランドプレーンに接続します。

■卓上機器に対する試験機器配置例（検査室試験）

直接放電試験は、グランドプレーン
の上に高さ0.1mの絶縁支持台を置
き、その上に供試品を乗せます。
間接放電試験は、垂直結合板に放電
させ供試品の影響をみる試験です。
垂直結合板とグランドプレーンも
470kΩの抵抗2ヶで接続します。

■床置き機器に対する試験機器配置例（検査室試験）

卓上機器の場合

床置き機器の場合

※IEC規格の場合、供試品用絶縁トランスは言及
されておりません。

0.1m

静電気試験器

試験器用電源

壁面と供試装置面との
距離は0.8m以上

接地線

保護接地端子

高さ0.1mの絶縁支持台

基準グラウンド面
（グラウンドプレーン）

放電抵抗ケーブル

床置き型垂直結合板
(垂直結合板:0.5m×0.5m)

直接放電の場合の位置

供試装置

0.1m

供試品用電源(AC)

垂直結合板への間接放電の
場合の位置

IEC 61000-4-2 Ed.2試験規格
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5. 試験手順

■ 気象条件等の環境
気象環境の異なる場所より持ち込まれた機器は試験環境に十分になじませてから試験を行なう必要があります。また、放電
状態を定量的に安定させるために、試験室の気象条件を整える必要があります。IEC 61000-4-2規格に準じた試験を行なう
ためには下記表に示す条件を満たす必要があります。

試験結果はEUTの仕様および動作条件によって以下の分類を行ないます。
1）仕様範囲内の正常動作
2）自己回復が可能な一時的な劣化または機能や性能の低下
3）オペレーターの介入またはシステムの再起動を必要とする一時的な劣化または機能や性能の低下
4）機械やソフトウェアの損傷、またはデータの損失による回復不能な劣化や機能の低下

一般に、機器が静電気放電を印加する全期間にわたってその耐性を示し、かつ試験の終了時にEUTが製品仕様書内で規定した
機能上の要求事項を満足する場合は、検査結果は良好と考えられます。
試験報告は、試験条件および試験結果を含む必要があります。

周囲温度 15℃～35℃
相対湿度 30%～60%
気圧 86kPa(860mbar)～106kPa(1060mbar)
電磁環境 試験結果に影響を与えないレベル

■ 試験手順
直接放電試験:接触放電（1秒間隔で放電）及び気中放電（5秒以下の周期で放電）を行います。
間接放電試験:垂直結合板および水平結合板に対し印加を行ないます。
放電回数は1秒間隔で少なくとも10回の放電を両極性で行ないます。
※放電の印加個所を設定する事を目的として、1秒間に20回の放電、あるいはそれ以上の繰返しで放電を行なう予備試験がおこなえます。

注意:この試験方法および接続方法はIEC 61000-4-2（2009）及びJIS C 61000-4-2規格を抜粋し、当社製品で置き換えた例を記載しております。
　　 詳細な試験方法等につきましては規格書の原文を御参照ください。

6. 試験結果と試験報告

IEC 61000-4-2 Ed.2試験規格
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1. 一般的事項

車両内や車両の乗り降り時に発生する静電気放電は、自動車に搭載される電子機器の誤動作を引き起こす要因であり、搭載電子
機器の数が増加するにつれてますます重要視されています。この規格は、帯電した人体から電子機器に放電する静電気現象を想
定し、その際に発生する電流波形を再現するための回路を用いて試験を行うことを規定しています。
また、電子機器が走行時に使用されることを想定した耐性の評価手順に加え、包装や取扱い時における各モジュールの静電気耐
性を評価する為の試験手順についても規定しています。

2. 試験レベル

以下の試験レベルは、参考情報であり規定ではありません。カテゴリは、電子機器の機能重要度により分類されます。

実車試験－車両内における接触放電と気中放電－
接 触 放 電 気 中 放 電

試験レベル カテゴリ1 カテゴリ2 カテゴリ3 カテゴリ1 カテゴリ2 カテゴリ3
Level 4 ±6kV ±8kV ±8kV ±8kV ±15kV ±15kV
Level 3 ±4kV ±4kV ±6kV ±6kV ±8kV ±8kV
Level 2 ±2kV ±2kV ±2kV ±4kV ±4kV ±6kV
Level 1 － － － ±2kV ±2kV ±4kV

実車試験－車両外における接触放電と気中放電－
接 触 放 電 気 中 放 電

試験レベル カテゴリ1 カテゴリ2 カテゴリ3 カテゴリ1 カテゴリ2 カテゴリ3
Level 4 ±6kV ±8kV ±8kV ±15kV ±15kV ±25kV
Level 3 ±4kV ±6kV ±6kV ±8kV ±8kV ±15kV
Level 2 ±2kV ±4kV ±4kV ±4kV ±6kV ±8kV
Level 1 － － ±2kV ±2kV ±4kV ±6kV

3. 発生器の仕様および出力波形の検証

静電気試験を行う場合、下記の仕様を満たす試験器を使用します。
項　目 仕　様
出力電圧-接触放電-(kV) 2kV ～ 15kV
出力電圧-気中放電-(kV) 2kV ～ 25kV
出力電圧精度(%) 5％以下
極　性 正 または 負
電流波形の立上り時間(10%-90% ns) 0.7ns ～ 1ns
電圧保持時間 5s以上
コンデンサ定数（pF） 150pF，330pF
抵抗定数(Ω) 2kΩ，330Ω

■ 静電気試験器の仕様

下記の放電電流特性を確認する必要があります。

■ 静電気試験器の特性

0 14012010080604020
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抵抗330Ω（5kV時） 抵抗2kΩ（5kV時）

コンデンサ/抵抗 第1peak電流 T1電流 T2電流
　150pF/330Ω 3.75A ±10% 2A/kV ±30%（t1=30ns） 1A/kV ±30%（t2=60ns）
　330pF/330Ω  2A/kV ±30%（t1=65ns） 1A/kV ±30%（t2=130ns）
　150pF/2kΩ  0.275A/kV±30%（t1=180ns） 0.15A/kV±50%（t2=360ns）
　330pF/2kΩ  0.275A/kV±30%（t1=400ns） 0.15A/kV±50%（t2=800ns）

3.75A/kV ±10%

3.75A/kV +30% -0%

電子機器試験－直接接触放電と直接気中放電－（供試品の動作状態と停止状態が対象）
直 接 - 接 触 放 電 直 接 - 気 中 放 電

試験レベル カテゴリ1 カテゴリ2 カテゴリ3 カテゴリ1 カテゴリ2 カテゴリ3
Level 4 ±8kV ±8kV ±15kV ±15kV ±15kV ±25kV
Level 3 ±6kV ±8kV ±8kV ±8kV ±8kV ±15kV
Level 2 ±4kV ±4kV ±6kV ±4kV ±6kV ±8kV
Level 1 ±2kV ±2kV ±4kV ±2kV ±4kV ±6kV

電子機器試験－間接接触放電－（供試品の動作状態が対象）
間 接 - 接 触 放 電

試験レベル カテゴリ1 カテゴリ2 カテゴリ3
Level 4 ±8kV ±15kV ±20kV
Level 3 ±6kV ±8kV ±15kV
Level 2 ±4kV ±4kV ±8kV
Level 1 ±2kV ±2kV ±4kV

ISO 10605 Ed.2規格の試験概要
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静電気試験器の波形確認は、ファラデーケージまたは少なくとも1.2m×1.2mの金属板の真ん中に規定の電流波形観測用ターゲットを取り付け、
1GHz以上の帯域幅を持つオシロスコープで確認を行います。放電電極（放電ガンの先端チップ）をターゲットに接触させ、静電気試験器は接触
放電モードに設定します。なお、試験器のリターンケーブルは、そのケーブル長の真ん中で折り返して、ターゲットより0.5m真下の位置の端子
に接続することが求められます。

■ 出力電流波形の確認

アッテネータ B

ターゲット
(電流変換検出器)

ターゲット校正用アダプタ

同軸ケーブル

同軸ケーブル

インプットコネクタ

アウトプットコネクタ

ａ

ａ

ネットワークアナライザ

アッテネータ A

ａ：ネットワークアナライザ校正のポイント
ターゲットの校正

ターゲット校正用アダプタ
（Model:06-00068A）

ターゲットを接続したイメージ
（左：ターゲット　右：校正用アダプタ）

オシロスコープ
ファラデーケージまたはターゲット取付板

20dB
N型アッテネータ

6dB SMA型
アッテネータ

変換コネクタ
（SMA-BNC）

ESD電流波形ターゲット
06-00067A

同軸ケーブル

静電気試験器本体

1200mm以上

1200mm以上
測定器保護の目的でこの位置に20dB程度の高周波用の
アッテネーターを挿入する事をおすすめします。

ファラデーケージ

オシロスコープに合わせる

ターゲット中心より
各辺まで0.6m以上

ターゲット中心より
各辺まで0.6m以上

同軸ケーブル
できるだけ短く接続する事

ターゲットより真下
0.5mの位置に接続し、
グラウンドケーブルは
真後ろに引っ張る

フィルタ

グランド端子
ここに放電ガンのグランドケーブルを接続してください。

放電ガン

プローブスタンドや台
（03-00061Aなど）
などを使用して放電
ガンを固定してください。
※放電ガンは、手で保持
しない。

ターゲットの取り付け詳細

0.5m 放電ガン

放電ガンの先端チップは円錐型を使用
12-00007A（標準添付品）

4. 試験のセットアップと試験手順

● CR定数：機器の搭載位置により150pFまたは330pFを選択し、330Ωを使用します。
● ２つ以上の試験レベルを実施します。
● 正および負極性で最低3回、最小5秒間隔で試験します。
　 （接触放電時は放電間隔1s以上）
● 接触放電は、手の触れるところすべて印加します。
● 気中放電は、0.1m/s-0.5m/sｍの範囲で移動させ垂直
　 （少なくとも45°）に印加します。
● シャーシ設置しない電子機器は、絶縁ブロックを使用します。

■ 電子機器試験（電源供給あり）－直接放電 接触および気中－

供試品(DUT)

静電気試験器

放電ガン

バッテリー
周辺機器

絶縁サポート

水平結合板

木製テーブル

絶縁ブロック

グランドプレーン

グランド接続

グランド接続

絶縁サポート
(必要時)

■ 電子機器試験（電源供給あり）－間接放電－

供試品(DUT)

静電気試験器

放電ガン

バッテリー
周辺機器絶縁サポート

(必要時)

水平結合板

木製テーブル

絶縁ブロック
絶縁ブロック

HCPまたはGPいずれに
接続してもよい

グランド接続

グランド接続
絶縁サポート

グランドプレーン

ISO 10605 Ed.2規格の試験概要
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■ 電子機器試験（電源供給なし）－パッケージングとハンドリングESD感受性試験－
● CR定数：150pFを使用します。
　 （抵抗の規定はありませんが、人体が触れる場合〈2kΩ〉および持った金属物で

　 触れる場合〈330Ω〉を想定した抵抗での試験の両方をお勧めします。）
● 2つ以上の試験レベルを実施します。
● 1s間隔以上で正および負極性で各3回以上試験します。
● 接触放電は、手の触れるところすべて印加します。
● 印加後、約1MΩ以上の除電抵抗で供試品を除電します。

■ 実車試験－車両内外の試験－

● 車両内で人が簡単に手を触れることが出来る箇所は、330pF/330Ωまたは2kΩで試験します。
● 車両外から人が手をふれることができる箇所は150pF/330Ωまたは2kΩで試験します。
● グラウンド線はシートレールなどのシャーシに接続します。車外試験は、近くのシャーシまたはタイヤの下の金属板に接続します。
● 車両内外ともに接触・気中の両方で試験します。

車両内試験　 車両外試験

供試品（DUT）

放電ガン

静電気試験器

導電マット（必要時）

水平結合板
（この場合はグランドプレーン）

木製テーブル

グランド接続

グランド接続

グランド接続

■ 参考試験
電子機器試験（電源供給あり）－直接放電と間接放電－

静電気試験器

放電ガン
放電ガン

水平結合板

絶縁ブロック

バッテリー

擬似電源回路網

周辺機器

木製テーブル

フィールドカップリング
ストリップ

供試品（DUT）

注意：この試験方法は、ISO 10605 Ed.2を抜粋したものです。詳細な試験方法につきましては、規格書の原文をご確認下さい。

ISO 10605 Ed.2規格の試験概要
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● 試験時間の掛かる端子やワイヤハーネスへの静電気試験が自動にて行えます。

特 徴

静電気試験自動評価システムは、試験者が放電ガンを手で持って
繰り返す静電気放電試験を自動化する為の評価システムです。
試験状態の監視や遠隔操作、供試装置の誤動作判定も自動化し
試験者の作業時間の工数削減や効率化・省力化を実現します。

特に自動車メーカー等の要求仕様に多い、各
コネクタ端子やワイヤハーネスへの静電気放
電試験においては、非常に多くの作業時間が
掛かる事が知られ、またその試験精度や再現
性を保つのに非常に苦労をする試験です。
本装置を用いることで、これら試験を機器の接
続および印加回数を設定するだけで、全て自
動にて実施する事ができますので、試験工数
の削減および効率化・省力化ができます。

上記は約 60 線へのワイヤハーネスに対して気中
放電にて試験を実施する際の例です。
この場合、6000 回の放電試験を全て自動にて実
施する事ができるようになります。

放電ガンが下がり… 静電気を印加！

自動化＆省力化 ! 
 再現性のある試験が、簡単にできます。

1000回の放電試験を手動で実施1000回の放電試験を手動で実施

電圧
5パターン
電圧

5パターン
回数
10回
回数
10回

極性
2パターン
極性

2パターン
印加ポイント
10ピン

印加ポイント
10ピン× × × ＝1000回の放電試験

●某業界での試験例（印加ピン［放電ポイント］が10ピンの場合）
電　圧 ： 5・10・15・20・25 kV = 5パターン
極　性 ： ＋／－　= 2パターン
回　数 ： 各ピンごと 10回
方　式 ： 気中放電
速　度 ： 15mmの距離から5mm/sの速さで印加

● 上下左右（XYZ軸）駆動により、任意の場所に静電気を印加できます。
● 試験条件設定・放電の自動化で試験品の動作監視に注力できます。
● 試供試品の状態をモニタする機器を接続することで、自動試験装置
　 として拡張ができます。(オプション )
● 温湿度制御機器を併設し、試験環境の制御もできます。(オプション )
● タブレットやスマートフォンなどを利用することで、試験状態の
　 監視や遠方からの遠隔操作もできます。
● 精密カメラにて位置情報を精度よく決めることができますので、
　 小さい装置や部品などに対しての試験も容易に行えます。
● お客様の試験品に合わせたシステムをご提案できます。

静電気試験を自動化！
試験状態の監視と誤動作判定も自動化します

■ ハーネスへの自動印加試験の例

ZAP series

静電気自動評価システム
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詳細は弊社営業担当までお問合せください。

PCやタブレット、スマートフォンなどを利用する
ことで、現在の試験状態の監視から試験条件
の設定変更まで遠隔操作ができます。

試験状況の監視、供試品の誤動作監視
もできますので、試験結果のロギングやレ
ポート作成もできます。

● 試験状態の監視と遠隔操作

● 試験結果のレポート作成

精密カメラにて最少0.1mmピッチでの印加箇所の設定ができますの
で、SDカードやコネクタ端子、チップ部品などの細かい場所への印加
設定が簡単にできます。

● 精密カメラにて印加場所を簡単に
　 設定することができます。

供試品に誤動作
が発生しました。

PC、スマートフォン
タブレットなど

現在の試験状況
は○○です。

異常発生！

緊急停止
しました！

試験条件
変更・停止

接触放電の試験時において、試験対象物と放電チップとの間に微小なギャップを
作ることで、放電電流ピークがより大きく、立ち上がり時間がより高速になり試験結
果が厳しくなります。
特に自動車メーカー等では、この微小ギャップによる静電気試験の要求がありま
すが、通常の静電気放電ガンのプローブスタンドなどでは、精度が出ずに試験を
行う事ができません。
本システムでは、0.3～１．０mmでの微小ギャップによる静電気試験を行うことが
できます。

● 微小ギャップによる放電印加の設定が
　 できます。
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